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１年生は７１日、２年生から６年生は７０日の１学期が、あと２日で終業です。

子どもたちは、毎日一生懸命に学校生活を送っていました。

１学 期の始 業式 で、新 紺屋小 学校 の皆に 大切 にして ほしい もの 「３つ 」の話を しま

した。１つ目は『あいさつ』です。２つ目は『読書』です。３つ目は『思いやりの心』

で す。 これは 、昨 年度の 学校評 価で 課題で あっ たこと も含ま れて います 。終業式 でど

う だっ たか、 聞い てみた いと考 えて います が、 大切に できた こと もあれ ば、まだ 意識

が低かったこともあると思います。その気づきを２学期につなげてほしいです。

２０ 日から ３８ 日間の 夏休み です 。長い 休み だから こそで きる 体験を たくさん して

ほ しい と思い ます 。子ど もたち にと って有 意義 な夏休 みとな り、 ８月２ ８日に元 気な

子どもたちに会えることを楽しみにしています。

最後 となり まし たが、 保護者 の皆 様、地 域の 皆様の ご支援 ・ご 協力に 感謝申し 上げ

ます。ありがとうございました。
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７月 ３・４ 日で ５年生 が八ヶ 岳へ 林間学 校に 行って 来まし た。 梅雨入 りしたの で、

お 天気 が心配 でし たが、 幸いに して 恵まれ 、予 定して いた活 動が できま した。自 然の

中で、様々な体験をして、思い出に残る林間学校になったことと思います。



過日 、行わ れた 給食試 食会事 後ア ンケー トに 栄養教 諭の先 生か らお返 事をいた だき

ました。全校の子どもたちに関わることもあるため、紹介します。

①パン食が多いので県産の米を増やして欲しいのですが。

・ 週 ５ 回 の 給 食 で 2.5 回 を 目 安 に パ ン と 米 飯 の 献 立 と な っ て い ま す 。 現 在 、 各 給 食 施
設に は炊飯 設備 がなく 、炊飯 をパ ン業者 に委 託して おり、 市内 の小学 校給食の 半数

がパ ン・半 数が 炊飯と なるよ うに 計画し てい ます。 炊飯可 能な 食数に 限度があ るた

め、現在の状況となっています。その中で、麺献立も取り入れています。

②米飯給食の日にも牛乳が付いている理由はなんですか。

・ 全国 調査に よる 、現在 の小学 校児 童の栄 養摂 取状況 から、 給食 だけで はなく、 家庭

で過 ごす休 日も 含め、 カルシ ウム の摂取 が不 足して います 。給 食で摂 取する栄 養は

１日 の３分 の１ が目安 となっ てい ますが 、日 常不足 しがち な栄 養につ いては、 それ

よりも多く給食で摂取できるように計画しているためです。

③給食献立レシピを知りたいです。

・ 現在 は毎月 配信 してい る「食 育だ より」 に掲 載して います 。今 後も、 その月の 献立

の中から１献立紹介するようにしていきます。

・ 甲府 市の小 学校 給食の 写真は 、甲 府市の ホー ムペー ジ、甲 府市 教育委 員会＞小 学校

給食で見ることができます。

④献立表を１群から６群に分けてもらえるとさらに有り難いです。

・ 現在 は小学 生の 子供に も理解 でき る３つ のな かまで 記載し てい ます。 家庭科等 での

学びも中学校になります。赤：１群２群、緑：３群４群、黄：５群６群になります。

⑤箸の持ち方について

・ 給食 時間に も声 をかけ るとき はあ ります 。箸 の持ち 方は、 日常 的に使 う中で身 に付

けることができます。学校とご家庭で協力し、声をかけていきましょう。

⑥給食の旨味を教えてください。

・ スー プ類は 、煮 干しや 厚けず り（ かつお ぶし ）で出 汁を取 って います 。出汁を しっ

かり取ることにより、塩分等を減らすことはできると思います。

⑦歯の生えかわりと窒息の心配について

・給食時間には、「よくかむ」こと、「口の中に入れる量は、かみ切って口を閉じても

ぐも ぐでき るく らい」 と伝え てい ます。 また 「食べ ながら おし ゃべり しない（ 食べ

ることに集中する）。」ことも伝えています。食べることは楽しいことにしていきた

いと考えます。

⑧食品ロスについて

・ 給食 の残量 は、 毎日計 量して いま す。そ の状 況も、 献立作 成に 参考に していま す。

・ 人気 のメニ ュー や、子 供が好 きな メニュ ーは 当然残 量も少 なく なりま す。しか し、

和食 であっ たり 、魚料 理や煮 物等 、子供 たち に食べ て欲し いメ ニュー や食材も 使用

するようにしています。子供たちが食べ物や食べることに関心を持ち、「食べたい」

という気持ちになるよう声かけを行っています。


